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１．はじめに 

 土木学会ジェンダー問題検討特別小委員会は，

2004 年 6 月 1 日にアメリカ土木学会（ASCE）のギ

ャロウェイ（Patricia Galloway）会長を迎えて開催さ

れた女性土木技術者に関する特別座談会を契機とし

て，企画戦略グループ教育企画部門教育企画・人材

育成委員会所属の暫定的（2005 年度末まで）な小委

員会として設立された。その委員構成は女性 5 名，

男性 2 名の 7 名で，これまでに土木工学関連分野に

おけるジェンダー問題について現状の把握および分

析を行ってきた。 

ジェンダー問題の捉え方は個々の価値観や置かれ

ている状況により様々であり，小委員会内での議論

においても委員による認識の違いが見られることが

度々あった。そこで，委員間でのジェンダー問題の

共有認識を深めるとともに，問題点の分析および小

委員会活動の方向性を整理するため材料を得ること

を目的として，土木系分野におけるジェンダー問題

の構造化を試みたので，その結果を報告する。 

 

２．問題点の抽出と構造化 

問題点の抽出は，2005年3月に委員6名他1名計7名

（男性3名，女性4名）で行った。参加者全員がジェ

ンダー問題に関して「問題点と思われるもの」，「こ

うなったらよいと思う状態」を付箋紙に書き出し，

同じ内容を指しているものをまとめて整理した。次

に，問題点が属するものの観点から分類して，グル

ープ毎に因果関係に着目して階層化を行った。 

 

３．検討結果と考察 

検討結果として構造化の試案を図-1に示す。ここ

では，ジェンダー問題を，①会社/業界，②学校/教育，

③社会，④家庭 に分類し，それぞれにおいて階層

化を行っている。 

昨年 12 月，厚生労働大臣に対して，労働政策審議

会は，今後の雇用機会均等法対策について，女性の

坑内労働規制の緩和や男女雇用機会均等の実効性の

確保，ポジティブ・アクションの効果的推進方策な

どを含む建議を行った。また，少子化社会対策基本

法や次世代育成支援対策推進法などの施行により，

法律や制度面におけるジェンダー問題は解消される

方向にある。 

 しかしながら，制度的には整備されてきていても，

周囲の理解がなければそれらを十分に活用すること

は難しい。例えば，育児休業は男女同様に取得する

ことが可能であるが，実際に男性が取得することは

稀である。特に，土木系分野では女性比率が低いた

め，他分野に比べて男女の相互理解が進まず，意識

改革も遅れることが予想される。 

 以上より，土木学会における取り組みとしては，

土木学会会員数における女性比率の目標数値の設定

とそれを達成するためのプログラムの考案ならびに

実施，土木学会会員に対する啓蒙活動が今後の重要

課題と考えられる。 

 

４．おわりに 

 ジェンダー問題検討特別小委員会では，昨年の土

木学会全国大会で「CSR（企業の社会的責任）と男

女共同参画の実現」と題した研究討論会を開催した

が，参加者数は約 30 名で，その半数以上が男女共同

参画学協会連絡会に加盟する他学会からの参加者で

あった。これより，本テーマに関する土木学会会員

の関心の低さが危惧されるともに，今後同様の企画

をする際に会員の参加意欲を高める工夫の必要性が

感じられた。 

今後は，研究討論会や講演会の開催，ジェンダー

問題検討特別小委員会の存在のアピール，地盤工学

会や土木技術者女性の会などとも連携した活動を検

討している。これからの活動に対しても，多くの会

員のご理解とご協力をお願いしたい。 
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会社／業界 女性比率が少ない 採用時の不平等 女性はいらない

人事の不平等 一般職と総合職の区別 給与体系の違い

総合職になれない

ロールモデルの不在 取締役や幹部に女性がいない

家庭との両立が困難 過重な労働
労働基準法と現業実態が合っ

ていない
効率より仕事の量（残業）で評

価する

年度末に仕事が集中する

固定化された勤務形態

男性が家庭中心になることをよしと
しない

男性の育児サポートに対する
無理解

ジ

ェ
ン
ダ
ー

に
関
す
る
問
題
点

出産・育児支援の手当や福利厚生
制度が不十分

男性の意識 セクシャル・ハラスメント

女性を仕事のパートナーとして認
識しない

女性を育てようとしない

女性の説明を信用しない

女性の意識 将来に希望が持てない

仕事に対する意識が低い 責任ある判断を嫌がる
昇進しなくてもいいと考えてい

る

女性に対する偏見 結婚したら仕事を辞める

融通が効かない 白黒をはっきりつけたがる

組織の意見に反発する 自己犠牲を拒む

無理な出張や急な仕事を断る

不満があるとすぐ辞める 腰掛けの気持ちが多い

学校／教育 土木のイメージが悪い 女子学生の比率が低い

教育の不平等
教員が女子学生に期待しない風潮

がある

女子学生のロールモデルがない 教員に女性が少ない

女子は理系に進まないという目で
見られる

社会
法制度／慣習における不

平等
男性・女性にそれぞれ適した仕事

があるという思いこみ
現場立入制限が多い

トンネル等の現場からはずさ
れる

「男らしさ」、「女らしさ」という思
いこみがある

男は家の外で、女は家の中で
働くものという考え

政策決定機関における女
性比率が低い

出産・子育て支援制度が不十分

家庭 価値観の違い
仕事も家庭も同様に大切という意

識がない
男性が「家族を養うこと」に縛

られている

男性優先 夫の転勤で妻が仕事を辞める

女性が育児休業、介護休業を
取得する

役割分担のアンバランス 女性の家事・育児の負担が大きい 家族の無理解

男性に生活者として意識がな
い

図-1　問題点の構造化試案
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